
 
●災害に対する理解を深める 

●防災力を高める社会的取り組み 

●過去の災害の実情 

●復旧から復興への段階 

●企業の物資調達と企業間協力 

●支援力と受援力の関係 

●BCPと BCMとは 

●BCP策定手順とポイント 

●企業の備え 

●生きる力を備えて命を守るために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２０２１.10.20 )  『防災対策とＢＣＰ』受講申込書 

大平町商工会  行  ＦＡＸ：０２８２-４３-１６０８ 

事 業 所 名  ＴＥＬ  

所 在 地  ＦＡＸ  

受 講 者 氏 名 (複数のご参加可能) 

※ご記入いただいた情報は、当会からの各種連絡・情報提供のために利用するほか、セミナー参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。 

申込日(２０２１年    月    日) 

まだ記憶に新しい東日本大震災や熊本地震、昨年、今年と

日本列島を襲った大雨や台風による水害など、自然災害によ

る危険は身近なものとなっています。その危険に会社や従業

員が巻き込まれる可能性はどの事業者にも等しくあり、その

対策を考えることは健全で安定した事業運営を行う上でも、

また安心して従業員に働いてもらうためにも、経営者・幹部

の責務といえるでしょう。本セミナーでは災害の実例を引用

しながら、会社としてとるべき対策を学んでいきます。事例

を学ぶ事で想像していなかった災害への対策を学び、原因を

想像し考える事で災害に対する自社の対策と予防がみえてく

ることでしょう。自ら被災地の支援に赴き、被災地の生の声

を知る講師です。この貴重な機会にぜひご参加ください。 

・一般社団法人 REVIVE JAPAN  

・防災士  

・災害ボランティア養成アドバイザー 

・災害ボランティアコーディネーター 

野口
の ぐ ち

 正人
まさひと

 氏 
 東日本大震災では翌週 3 月 18 日から岩手県、宮城県、

福島県にて災害支援活動に携わる。以降、東北・北関東

豪雨、熊本地震ほか九州北部豪雨や西日本豪雨の被災地

に赴き、今年 9 月 10 月に発生した台風 15 号、19 号

により被害を受けた地域では支援活動を展開中である。 

平時は山梨県や社会福祉協議会主催の研修会や災害ボラ

ンティア養成講座、山梨県内の中学・高等学校等防災教

育の現場で講師を務め、自然災害の教訓を踏まえた自

助・共助、受援の在り方など地域防災の普及啓発やボラ

ンティアセンターの運営アドバイザーとしてマニュアル

作成やボランティア育成に関わっている 。 

日 時 ２０２１年 10 月 20 日 (水) 

１４：００～１６：００ 

場 所 大平町商工会 
(栃木県栃木市大平町蔵井２００７-１０) 

受講料 無料 (会員・非会員問わず) 

定 員 20 名（先着順） 

★ お申し込み方法 
下記申込欄に必要事項をご記入いただき、 

ＦＡＸにてお申込みください。 

主催 大平町商工会 
【ご参加される皆さまへ】 
必ずマスクを着用されてご参加くださいます様、お願い致します。 
また、発熱や風邪等の症状がある方、体調の悪い方のご参加はお控えください。 
セミナー実施に当たりましては、会場の換気・ソーシャルディスタンスに配慮した配席・参加者席の事前消毒・消毒用アルコールの設
置・運営側の手洗いとマスク着用の徹底等、新型コロナウィルス感染予防に努めて参ります。また、開催日までの状況変化により、延
期やオンラインセミナーへの切り替えとさせて頂く事もありますので、ご承知おきください。 
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